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1. 背景・目的

• 我が国の交通事故死者の多くがいわ
ゆる交通弱者（歩行者、自転車等）
であり、交差点における安全対策の一
層の強化が課題

• 我が国において、デリバリーロボット、マ
イクロモビリティの普及をはじめ、モビリ
ティの多様化が展望

SIP第3期事業の目的の一つでである、「自由に自立して安全• 快適に環境•他人•まちに優
しく皆が、モノが、サービスが移動できるモビリティディバイドのない社会の実現」の一環として、多
様なモビリティに適用できる形でのV2N方式の信号提供技術を確立するとともに、信号情報提
供プラットフォームを構築することにより、信号提供技術の社会実装を図る

• SIP第２期事業において、自動運転
車両を対象として、V2N方式の信号
提供技術について研究開発を行い、課
題は残したが、一定の成果を達成

• 自動運転車に加え、ドライバーが運転
する車両、歩行者、自転車、配送ロ
ボット、マイクロモビリティ等の多様なモ
ビリティにそれぞれの状況に応じた活用
を図ることで、安全性・円滑性の向上
が可能

ニーズ・シーズの
適合

【背景】

【目的】
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インタフェース

集約機能

• 2025年度までに解決を目標とする主な技術的課題

✓集中方式及び非集中方式の信号機を含むゾーンにおけ
るシームレスな信号情報提供

✓定周期TSDBの構築と正確性確保方策の開発

✓信号情報提供プラットフォームの構築

✓複数県をまたがる運用の確立

✓ インタフェースの構築

✓多様なモビリティに関するニーズへの対応

管制センター

集中方式信号機

非集中方式（定周期）信号機

信号情報配信プラットフォーム茨城県警察

管制センター

非集中方式（定周期）信号機

奈良県警察

集中方式信号機

信号情報提供プラットフォーム

• 信号情報提供プラットフォーム
信号機、管制センター、集約機能、信号情報配信プラットフォームを
統合したもの

• 信号情報配信プラットフォーム
定周期TSDB、集中方式信号機の信号情報の処理機能、提供のためのイ
ンタフェース等を備えた、信号情報配信の共通基盤となるシステム    

• 定周期ＴＳＤＢ（Ｔｒａｆｆｉｃ Ｓｉｇｎａｌ information Ｄａｔａｂａｓｅ）
都道府県警察の管制センターに蔵置されている定周期信号機の信号情
報を集約・蓄積したデータベース

信号情報編
集機能等

定周期
TSDB

1. 背景・目的
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項目

番号
研究事項 概要

１

集中式、非集中式等の多様な

信号機を含むゾーンにおける

シームレスな信号情報提供

非集中方式の定周期型信号機＊１に対する信号情報提供の低コスト化に関する
技術を開発する

SIP第２期事業においては対象外になっていた特殊な信号制御機能＊２に関する

信号情報提供技術を開発する

２

多様なモビリティを対象とす

る信号情報提供プラットフォー

ムの構築

多様な車両に対応するため、信号情報をリアルタイムで提供する信号情報配信プ

ラットフォームを構築する。信号機の動作状況や信号サイクルなどの情報をリアル

タイムで取得できるようにし、車両メーカー、多様なモビリティ、交通情報提供企

業等の幅広い利用者が活用できる環境を提供する

３
プラットフォーム・モビリティ相

互間インタフェースの標準化

多様なモビリティが、信号情報配信プラットフォームから信号情報を取得するた

めに、インタフェースの標準化案を作成する

４ 信号情報提供先の多様化

・ 視覚障がい者への対応

視覚障がい者については、従来、PICS＊３と呼ばれる別系統の信号情報提供技
術が研究されてきたが、新たに構築する信号情報配信プラットフォームの対象
とすること、視覚障がい者のPICSの利用状況を踏まえて、スマホ以外の端末
を使用した提供を実現すること等を検討する

・ 配送ロボット、マイクロモビリティ向け信号提供の実現に向けた検討

近年進歩の著しい配送ロボット及び普及が見込まれるマイクロモビリティ＊４に
ついて、モビリティの特殊性を踏まえた提供方法について検討する。

2. 研究開発の全体概要（研究事項の概要）

＊１から＊４については、シート4参照。
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注

番

号

項目名 概要

＊１ 非集中方式
「集中方式」は、管制センターシステムと信号制御機を通信回線で接続し、管制センター側で複数の
信号制御機を面的に制御する方式である。「非集中方式」は、通信回線による接続を行わず、単独の
信号制御機が予め記憶している制御パラメータに従って制御する方式。

＊２ 特殊な信号制御機能
押ボタン信号機等の特殊な信号制御を実現する機能。信号情報提供を実現する際に技術的な工夫

が必要となる。

＊３ PICS

PICS(Pedestrian Information and Communication Systemｓ)の略。高齢者や障害

者の方々が、安全に移動できるように支援するシステムであり、正確で安全な交差点の情報を、音

声で提供する。令和２年度からは、高度化PICSとして、Bluetoothを活用し、スマートフォン等に

対して歩行者用信号情報を送信するとともに、スマートフォン等の操作により青信号の延長を可能

とした、高度化されたシステムが導入されている。

＊４ マイクロモビリティ
電動キックボードに代表される、自動車よりコンパクトで機動性が高く地域の手軽な移動の足とな
る１人または２人乗り程度の車両のこと。

2. 研究開発の全体概要（研究事項の概要）

V2N方式PICS技術開発 高度化PICSの改良

目的 LTE通信を用いたV2N信号情報を歩行者横断支援に活
用できる可能性があるか基本検証を行う。
V2N-PICSと短縮表記する場合あり。

BlueTooth通信を用いた歩行者向け信号情報を高機能
化し、提供対象をマイクロモビリティ、デリバリーロボット等
へ拡張する。

主な開
発対象

V2N信号情報に対応した検証用スマートフォンアプリ
ケーション

信号制御機（版５）と接続できるBLE路側機（通信規格
BLE5.0にアップグレード）と検証用アプリケーション

PICSに関する2つの技術開発を以下の通り整理する。詳細は、9.4項、９．５項参照。
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事

項

番

号

研 究 事 項

オムロン

ソーシアル

ソリューションズ

株式会社（OSS)

日本信号

株式会社（NS)

パナソニック

コネクト

株式会社

（PCO）

一般財団法人

UTMS協会

（UTMS)
研究事項の分担状況

サブ

テーマ

１

サブ

テーマ

２

サブ

テーマ

３

サブ

テーマ

４

サブテーマ５ サブテーマ６

１

集中式、非集中式

等の多様な信号機

を含むゾーンにお

けるシームレスな

信号情報提供

○ ○ ○ ○

新規技術であり考え方に差違があるため、

OSSとPCOが定周期TSDBをそれぞれ技術

開発した上で、比較検討し、統合化して標準化

する。NSは、研究事項１のうちの「特殊な信号

制御機能」に関する部分を担当する。

２

多様なモビリティ

を対象とする信号

情報提供プラット

フォームの構築

○ ○ ○
都道府県警察に設置する側の装置をOSSが、

信号情報配信プラッフォーム側の装置をPCO

が担当する。

３

プラットフォーム・

モビリティ相互間

インタフェースの

標準化

○ ○ ○
多様なモビリティに関するインタフェースをNS

が検討し、PCOは信号情報配信プラットフォー

ムに関する部分を担当する。

４
信号情報提供先の

多様化 ○ ○ ○ ○ ○

歩行者に関する多様化をOSS及びNSが、デリ

バリロボット及びマイクロモビリティに関する多

様化をPCOが担当。ただし、NSは視覚障害者

を主な対象としBLEを使用する既存の高度化

PICSの改良を担当し、OSSは、LTEを使用す

る端末（「V2N-PICS」という。）を担当する。

2. 研究開発の全体概要（研究事項とサブテーマの相関）



2．V2N方式によ
る信号情報の実
用化技術の研究
開発

1．低コストな定
周期信号機の信
号情報生成技術
の研究開発

3．プラットフォー
ムから多様なモビリ
ティ対象への配信
を円滑化するI/F
の規格化の研究
開発

4．集中式、非集
中式等の多様な
信号機を含むゾー
ンにおけるシームレ
スな信号情報配
信の研究開発

5．定周期信号制
御機の信号情報
データベースならび
に信号情報配信
先の用途拡大の
研究開発

6．交通信号情報
提供プラットフォー
ムの多様なニーズ
等に関する研究

V2N方式信号提
供プラットフォーム
構築技術

定周期信号機の
信号情報生成の
低コスト化手法 

V2N方式PICS
技術（スマートフォ
ンベース）

交通弱者を取り残
さない信号情報提
供の高度化PICS
の改良）

リコール制御等へ
の対応技術の確
立によるシームレス
化

多様なモビリティに
適用できるインタ
フェース・規格

総合実証実験
及びその広報を通
じた社会実装への
気運の醸成

V2N方式信号情
報提供プラット
フォームの拡充

社会実装を見据え
たV2N方式信号
情報提供技術の
導入ガイドラインの
作成

事業化モデルの作
成

多様なモビリティを
運用する企業・個人

警察庁
地方自治体

都道府県警察等

地図関連企業
交通情報プロバイダ

歩行者・交通弱者

先導実証実験
V2N方式信号情
報提供技術に関す
る性能・機能の検
証（茨城県、奈良
県等で実施）

V2N方式信号情
報提供プラット
フォームのプロトタ
イプ構築

交差点管理情報
等に関する制度・
ルール案の作成

多様なモビリティに
適用できるインタ
フェース・規格案の
作成

サブテーマ 提供価値 SIP 終了時点
（FY27末）

最終ゴール
（将来ビジョン）

社会実装先
価値提供先

SIP 中間時点
（FY25末）

PICS：歩行者支援情報通信システム

多様なモビリティ：シート６参照

交差点管理情報
等に関する制度・
ルール

日本信号コンソ JMDS
（NTTデータコンソ）

信号情報提供

自動運転インフラ検討会
（国交省、警察庁、総務省）

多様なモビリティを製
造・提供する企業

交差点で
の交通事
故等のリス
ク低減

多様のモビ
リティの移
動のため
の環境提
供（新し
い社会課
題）

安
全
・
快
適
に
人
・
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
移
動
で
き
る
社
会
の
実
現

カタログ情報登録

反映

2. 研究開発の全体概要（サブテーマと最終ゴールの関係性）
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2．研究開発の全体概要（研究開発の体制スキーム）
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・ 対象とするモビリティの多様性と技術開発項目

歩行者空間
（困難）

歩行者空間

（一般）
自動車空間
（低速）

自動車空間
（高速）

視覚障碍者
高齢者等

一般歩行者

自転車

マイクロモビリティ

デリバリーロボット

自動車（人運転）

自動運転車（高速）自動運転車（低速）

高度化PICS(改良)
S

V2NｰPICS技術検証
O

スマートフォンタイプ模擬車載機
モビリティ対象により分担

P、S

ＰＣタイプ模擬車載機
モビリティ対象により分担

O、P、S

端末技術

定周期ＴＳＤＢ開発 O、Ｐ（＊） 基盤技術

（実証実験用）信号情報提供プラットフォーム構築
信号情報の生成、信号情報の配信、I/F等機能毎に分担

O、P、S

統合技術

インタフェース技術
コンソ間連携、モビリティ対象等の別により分担

P、S

注）O:オムロンソーシアルソリューションズ、Ｓ:日本信号、P：パナソニックコネクト

＊ 管制センターの実装がメーカーごとに違うため、主要メーカー２者がそれぞれ開発し、総合実証実験時までに標準化。

※

※ V2N方式によ
りどこまで機能を実
現できるかを確認。

2. 研究開発の全体概要
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3.1  先導期間（2023年～2025年）
１ オムロンソーシアルソリューションズ株式会社担当

サブテーマ 目標

サブテーマ１ ・定周期TSDB（Traffic Signal information Database）仕様書の
作成

・灯色変化収集装置仕様書（案）の作成

・定周期信号機 信号情報生成評価仕様書（案）を作成

・定周期信号情報提供の低コスト化と性能確認のための先導実証実験の
実施

・実証実験の成果および今後の課題等の検討結果を含む包括的な
中間報告書の作成

低コストな定周期信号
機の信号情報生成技
術の研究開発

サブテーマ２ ・信号情報配信プラットフォーム整備要件書（案）の作成

・信号情報配信装置仕様書（案）案の改版

・V2N・センター間情報共通メッセージ規格案の改版

・ユースケースの自動運転以外への拡大のための
信号情報配信プラットフォームを用いた先導実証実験の実施

・信号情報配信プラットフォームのユースケース毎の性能検証結果

・信号情報配信プラットフォームのコストダウン検証結果

・今後の課題等の検討結果を含む包括的な中間報告書の作成

V2N信号情報の実用
化技術の研究開発

3. 目標設定
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３.1  先導期間中（2023年～2025年）
２ 日本信号株式会社担当

サブテーマ 目標

サブテーマ３
・V2N・センター間情報共通メッセージ規格（案）の作成

・BLE路側機仕様書（案）の作成

・BLE路側機－携帯電話間 通信アプリケーション規格（案）

・先導実証実験の実施

プラットフォームから多
様なモビリティ対象への
配信を円滑化するI/F
の規格化の研究開発

サブテーマ４

・交通信号制御機仕様書（案）の作成

・多様なモビリティが信号情報を活用するためのガイドラインの作成

・先導実証実験の実施

集中式、非集中式等
の多様な交通信号機
を含むゾーンにおける
シームレスな交通信号
情報配信の研究開発

3. 目標設定
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サブテーマ 目標

サブテーマ6

・サブテーマ１～５に記載された（案）のついた文書の委員会審議等による
確定

・多様なモビリティに関するニュース調査報告書の作成

交通信号情報提供プ
ラットフォームの多様な
ニーズ等に関する研究

3.1  先導期間（2023年～2025年）
３ パナソニックコネクト株式会社 担当

４ 一般社団法人UTMS協会 担当

サブテーマ 目標

サブテーマ５ ・非集中式の定周期信号制御機の信号予定情報提供方式・信号情報データ
ベース仕様書（案）の作成

・信号情報配信装置（定周期信号制御機用）の仕様書（案）の作成

・信号情報配信プラットフォームの仕様書（案）（通信インタフェース規格を
含む）の作成

・多様なモビリティを対象とした信号予定情報の提供インタフェース仕様書
（案）の作成

・多様なモビリティが信号情報を活用するためのガイドラインの作成

・先導実証実験の実施（交通信号提供プラットフォームの性能・精度の検証、
機能の確認）

定周期信号制御機の
信号情報データベース
ならびに信号情報配信
先の用途拡大の研究
開発

3. 目標設定
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3.2 本格期間（2026年～2027年）
(担当の変更はない。）

サブテーマ 目標

サブテーマ１～５

・信号情報データベース構築のためのガイドラインの作成

・総合実証実験の実施（２か所程度）

・連携の条件が整った受託者への信号情報提供

・総合実証実験の結果を踏まえた各種文書の修正（案）の作成

サブテーマ６

・総合実証実験参加者の取りまとめ

・サブテーマ１～５で修正された仕様書案、規格案等の確定
（委員会における承認）

・統合報告書の作成

3. 目標設定
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4．XRL

項目 目標 現状（＊）

TRL

集中式、非集中式等の多様な交通信号機を含む
ゾーンにおけるシームレスな交通信号情報提供

７以上 ６

多様なモビリティを対象とする交通信号情報提供
プラットフォームの構築

7以上 ６

プラットフォーム・モビリティ相互間インタフェースの
標準化

7以上 ５

交通信号情報提供先の多様化 7以上 ５

BRL 7以上 ４

GRL 6以上 ５

SRL 6以上 ３

＊ 2025年2月末自己評価
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5．KPI

段階 KPI

ＳＩＰ第３期中間時点 ・モビリティ支援技術開発・技術評価の完了

・モビリティ支援技術仕様の具体化

・実証エリアでの信号見落とし等を原因とする事故統計に対する事故リスク
低減事実の確認

ＳＩＰ第３期終了時点 ・モビリティ支援技術の製品化計画の立案

・数都市でのモビリティ支援技術の実装に向けたリファレンスロードマップの
公開

・数都市での信号見落とし等を原因とする事故統計に対する事故リスク低
減事実の確認

ＳＩＰ第３期終了後
（参考）

・モビリティ支援技術の製品化

・数都市でのモビリティ支援技術の実装

・交通事故件数の低減

データ連携に関するKPI

・交通信号情報提供プラットフォームのデータ連携に向けたインタフェースの標準化

・他の受託者やモビリティサービス事業者による交通信号情報提供プラットフォームの利用推進
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分類 位置づけ 名称

行政機関

委員

警察庁

交通インフラメーカー オムロンソーシアルソリューションズ 株式会社
株式会社 京三製作所
コイト電工 株式会社
住友電気工業 株式会社
日本信号 株式会社
パナソニックコネクト 株式会社

自動車メーカー等 株式会社SUBARU
トヨタ自動車 株式会社
日産自動車 株式会社
本田技研工業 株式会社
株式会社 デンソー

モビリティ提供関係事業者 BOLDLY株式会社
先進モビリティ株式会社
京セラコミュケーションシステム株式会社
楽天グループ株式会社
一般社団法人ロボットデリバリー協会
マイクロモビリティ推進協議会

地図関係企業等 グーグル合同会社
トムトム・セールス・ビーブイ
株式会社ゼンリン
LINEヤフー株式会社
株式会社ナビタイムジャパン

電気通信事業者等 株式会社NTTドコモ
ソフトバンク株式会社
KDDI株式会社
京セラ株式会社
日本電気株式会社

関係団体 一般社団法人日本自動車工業会
公益財団法人日本道路交通情報センター
一般財団法人道路交通情報通信システムセンター

受託者連携 交通事故未然防止支援研究開発コンソーシアム

行政機関
オブ
ザーバ

内閣府

大学等研究者 東大生産研、名古屋大学

V2N方式による汎用的な交通信号情報提供プラットフォーム検討委員会

• 自動運転インフラ検討作業部会
• 高齢者等歩行者保護検討作業部会

（警察庁のオブザーブ）反
映

産

官学

信号情報提供の実現方針に関する協議

UTMS協会内に設置した上記作業部会
で詳細部分を検討

警察庁主催で協議を実施

．

6．社会実装への取組

6.１ 産・学・官の体制の整備
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集中地域

信号情報

信号情報 配信センター
(事業者等)

信号情報集約機能

競争領域

信号制御情報

自動運転車両信号情報

民分担

信号情報配信
プラットフォーム

多様なモビリティ

*１： 非集中の信号情報を生成

信号制御機
（集中）

都道府県警察本部
（交通管制センター）

定周期TSDB*１

警察庁

協調領域 【SIP第3期事業研究開発部分】

信号情報配信装置

信号情報

非集中地域
信号制御機
（非集中）

官分担

定周期TSDB

MQTT
信号情報集約機能

県接続装置

信号情報配信
プラットフォーム基盤装置

実証実験のため信号情報配信ＰＦ
機能及び配信センターの機能を実現

•SIP第３期では社会実装に必要
な装置 (赤字）に関する技術開
発を行い規格・仕様書を作成す
るとともに実証実験を実施

•社会実装時はそれらの装置の機
能を適切な組織に分散配置し新
たに構築

•茨城県・奈良県に設置する装置
はSIP第３期終了後も残置

•ユースケースの発掘の観点から、

端末技術についても実証実験の
範囲で対応

信号情報配信装置

JMDS

日本信号
コンソ

S
IP

第
３
期

社
会
実
装
時

MQTT：軽量で省電力なIoT向けのメッセージ通信プロトコルであるMQTTを使用する配信装置

6.2 社会実装時のシステム構成・役割分担案とSIP第３期での開発内容との関係

．

6．社会実装への取組
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17

2024～2025年度 2026～2027年度 2028年度 2029年度 2030年度～

先導実証実験 総合実証実験

信号情報配信に係る仕様書案・規格案等検討

事業スキーム
検討

民側経費面等の計画

制度の整備自動運転インフラ検討会

官側施設整備・運営への作業 官側施設整備・運営

連携・整理

S
I
P
第
3
期

民
側
【
想
定
】

官
側
【
想
定
】

サ
ブ
テ
ー
マ
3

＊
２

歩行者用機器・サービス企業との連携

官側整備
SIP第3期内で高度化PICSの仕様書案・規格案等作成

＊２ サブテーマ3で開発している高度化PICSは、従来型PICSの改良であり、これま
で推進されてきた都道府県警の整備に吸収される。これに日本信号コンソで連携
が進められている歩行者用機器・サービス企業との連携が加わる。（想定）

ステークホールダーへの訴求

参加者公募

信号情報提供の在り方（費用分担、ルール等）検討＊２

＊１ 国交省、警察庁、総務省が設置した検討会（https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/jido-infra/index.html）

：想定スケジュール（SIP第3期や自動運転インフラ検討会等の結果によっては変更となる）

官・民標準化

TRL6
BRL4
GRL5
SRL3

TRL7
BRL7
GRL6
SRL6

6.4 XRL向上へ
の取り組み参照

「信号情報提供の実現方針
に関する協議」で情報共有

整備コストの評価

レガシーの活用

事業体制の構築

事業施設の構築

要員確保・訓練

社会実装

6.3 社会実装ロードマップ（想定）

．

6．社会実装への取組



・ HRLは本事業の仕様には入っていない事項である。

当初計画をキープしており技術的には所期の
結果を得ている。しかし、特殊な制御等に課題
が残っている。

6
総合実証実験等を経て、ユースケースを踏ま
えた技術検証を実施することにより、具体的
な製品化への道筋が描ける。

7

SIP第２期で検討したビジネスモデルから、具
体的な収益構造が描き切れていない。官の方
針の明確化を待っている状況。一方、最小限
の試作等は実現している。

4
「自動運転インフラ検討会」等を通じて官の
方針が明確化することにより、事業計画を
策定する準備が整う。

7

SIP第２期の時点で一定の実証を行い、その
延長にある。しかし、例えば、道路交通法上の
「交通情報」の位置づけ等について、制度的な
さらなる検討の必要性がある。

5
「自動運転インフラ検討会」等を通じて官側の
方針が固まることにより、非競争領域の内、
官が整備する部分の導入計画策定への条件
が整う。

6

SIP第３期においてニーズ調査等を行うとともに、
ステークホールダーを取り込んだ委員会活を通じ
て、仮説・検証を繰り返している状況。

3
総合実証を通じて、ユースケースを踏まえた
フィードバックが得られる。 6

UTMS協会内に設置した作業部会活動を通じ
て、信号情報提供分野に従事する可能性があ
る企業に対して情報共有を図っている。しかし、
新分野であることもあり、その効果がどの程度
かについては検証段階である。

3

作業部会に加え、シンポジウム等の開催によ
り、ステークホールダーになり得る企業の所属
員への技術移転を図ることができる。しかし、
業界的にやや高齢化が懸念されることから若
年層の取り込みに疑問が残る。

4

T
R
L

B
R
L

G
R
L

S
R
L

H
R
L

自己評価の理由 目標達成への見込み自己評価
目標

6.4 XRL向上への取り組み

．

6．社会実装への取組
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安全・快適に人・モノ・サービスが移動できる社会の実現

交差点での交通事
故等のリスク低減

車・二輪車等の信号遵
守、安全な減速支援

電動キックボード、配送ロボット等の移動
のための環境提供（新しい社会課題）

減速支援（ジレ
ンマゾーン軽減）

誤判定防止（灯
色判定冗長化）

ロボット誘導の
ための情報提供

灯色認識
支援

青信号内で
の横断支援

視覚障碍者、高齢者等
の交通弱者の安全安

心な横断支援

自動運転車 監視センター

遠隔での信号
の確認支援

目指す姿

最終ゴール

方針

手段

製品例

配送ロボット
スマホ版TSPS

(運転支援アプリ)
骨伝導イヤホンに
よる支援ツール

高度化PICS＋歩
行支援機器＊

19

音声による
信号情報提供

電動キックボード等
の交差点における
安全安心な横断

＊ シート1７＊２参照。

6.5 波及効果（想定）

ユーザーとの協議
により方向性確認

．

6．社会実装への取組



2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

委員会による情報
発信、課題検討

ニーズ調査

実証実験

実証実験に対する
ユーザー評価

書面 インタビュー

参加企業との準備・連携
（アプリ作成等） 総合実証実験

参加企業等による評価
委員会委員等による評価

ユーザー
関与度合

追加参加
企業の募集

委員会委員等
への打診

先導実証実験

先行ユーザー
レビュー

社会実装に向けた
ユーザーレビュー

参加企業候補へ先
行ヒアリング
実施中
・デリバリロボット
・マイクロモビリティ

シンポジウム開催（UTMSセミナー）
・アンケート実施

・先導実証実験はUTMSコンソによる技術検証であるが、総
合実証実験の準備として「先行ユーザレビュー」を実施

・総合実証実験において、ユースケースを踏まえた実験を行
い「社会実装に向けたユーザーレビュー」を実施

6.6 ユーザーレビューに関する取り組み(ステークホルダーへの訴求）

．

6．社会実装への取組
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2024年度 先導実証実験準備

2025年度 先導実証実験実施

• 構内実証実験（必要な事項がある場合）

• 日本信号コンソ、NTTデータコンソ（JMDS）とのコンソ間連携の準備

• 茨城県・奈良県における模擬車載機等使用公道実証実験の実施

✓ コンソメンバー及びニーズ調査等を通じて選定した実験参加者による走行
実験（開発者の検証及び ）

✓模擬車載機等については、スマートフォンを使用したもの（歩行者想定）
及びPCを使用したもの（自動車想定）を準備する想定

• コンソ間連携の実施

目標：V2N方式信号情報提供技術に関する
信頼性（精度、遅延、可用性、・・・）の確認

先行ユーザーレビュー

．

7．実証実験における目標と方向性について

7.1  先導実証実験の概要
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都道府県警察 警察庁信号機
民間等

（信号センター相当）

信号情報
配信装置

サービス利用者

信号情報
集約機能

TSDB

MQTT

集中制御

非集中制御

信号情報配信PF
（情報分配・新提供IF変換）

日本信号
コンソサーバ

民間企業
（配信センター相当）

V2N信号情報
(SIP第2期策定規格)

新たな提供IF

車両向けIF
JMDS

データ登録

社会実装時想定

先導実証実験時想定

（＊）

＊ JMDSとの連携については、実験対象交差点に関する交差点管理情報を登録。JMDSをポータルとして、信号情報
配信PFにたどり着いてもらい、同PFから信号情報を提供。日本信号コンソは配信センター相当として連携。

7．実証実験における目標と方向性について

7.２ 先導実証実験システム構成（案）【検討中】
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茨城県（つくば市、牛久市）・・・167交差点を予定

国土地理院地図上にプロット。（埼玉大学 谷謙二研究室のサイトを利用）
交通信号制御機（版４）:１秒単位で信号制御、交通管
制センターから時刻同期。信号情報誤差は数秒以内。
交通信号制御機（版５）: 0.1秒単位で信号制御、GPS
による時刻同期。信号情報誤差は0.3秒以内。

用語BOX

り

奈良県（奈良市）・・・108交差点を予定

7．実証実験における目標と方向性について

7.3  先導実証実験場所等
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①への対応
• 日信コンソ、ＪＭＤＳ等の連携の深化

②への対応【自動車空間】

・モビリティ搭載機(内容は検討）による利用実験

【公道設定コースにおける走行】

②への対応【歩行者空間】

・スマートフォン端末（V2N-PICS技
術検証用アプリ）による利用実験

【実験ゾーン内のフリー移動】

・視覚障碍者、高齢者等を対象にした
高度化PICSによる利用実験

【設定交差点における横断】

【JARI試験場等の活用】

◆実施上の課題

✓ 公募、相対協議（ニーズ調査を活用）等による企業・団
体等参加者の調整

✓ 視覚障碍者団体、高齢者等の一般参加者の協力

✓ スマートフォン端末、車載機等の配布に必要な予算の確保

目標：社会実装に向けての完成度の確認とサービス上及び運用上の課題の把握

① 他のプラットフォームとの連携に関するもの

✓ システムの長期運用に着目した連携の確認

② 多様なモビリティに関するもの

✓ 社会実装に向けた完成度の把握

✓ サービスの利用者視点での効果（価値）の確認

社会実装に向けた
ユーザーレビュー

7．実証実験における目標と方向性について

7.4  総合実証実験の概要
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類型 実験方法 想定参加者 アイコン 実施場所

１
参加者が実装した信号情報活
用アプリケーションを使用したテ
ストコースの走行実験

【自動運転、デリバリーロボット等の自
動車空間における信号情報の最終ユー
ザーを想定】

茨城、奈良、
JARI

２

UTMS協会が準備した模擬車
載機（ＰＣタイプ又はスマー
トフォンタイプ）を使用したテス
トコースの走行実験

【地図提供事業者、モビリティ情報提供
事業者等の信号情報のプロバイダーを
想定】

茨城、奈良

３

UTMS協会が準備した模擬携
帯機（スマートフォンタイプ、
V2N-PICS）を使用した信
号提供ゾーン内の移動実験

【一般歩行者、マイクロモビリティ等の歩
行者空間における信号情報のユーザー
を想定】

茨城、奈良

４
高度化PICS （改良版）を
使用した交差点横断

【視聴覚障碍者、高齢歩行者等を
想定】 茨城

５

遠隔で信号情報提供を受ける
ことができるというV2N方式の
利点を活かした屋内における信
号情報提供サービス実験

【遠隔監視利用、広い層の体験を

想定】
（認知の拡大を期待）

遠隔から
（＊）

S

＊ Ｖ２Ｎ方式の特性を活かし、遠隔監視センターやシンポジウム等での実施を検討。

7．実証実験における目標と方向性について

7.5  総合実実験の類型
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奈良県（奈良市）・・・108交差点を予定

茨城県（つくば市、牛久市）・・・167交差点を予定

国土地理院地図上にプロット。（埼玉大学 谷謙二研究室のサイトを利用）

S

S

S

S ：前シート参照

遠隔屋内

り

．

7．実証実験における目標と方向性について

7.5 実験場所における実証実験のアロケーション（想定）
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１ 評価

8．外的環境

SIP第3期の成果により、多様なモビリティへの対応が加味されれば、
国際的な安全・安心への関心に対応することが可能となり、

SIP第2期当時の先行をより確実化

• 海外においても、信号情報を含め、交通の安全・安心に関する技術開発、標準化等
の推進が企図されているところ

• その中で、2022年までのSIP第２期当時と比較し、多様なモビリティの普及を踏ま
えた、活動が顕著になっているように思われ、SIP第3期の方向性と軌を一にする潮
流が世界的にも存在

• ITS無線路側機を使用したV2Iによる信号情報提供を世界に先駆けて実用化

• その資産を活かした、自動運転での信号情報利用についての取り組みは、SIP第2
期事業で設定された東京臨海部の実交通環境に実装し、国内外オープンな参加者
で実証実験をしたことにより第２期当時でも技術的には先行（次の2シート参照）

✓ 絶対時間導入、交通管制システムの0.1秒化等により、機能、精度等の面で、
実用に十分なレベルを達成
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評価軸

評価対象

評価の考え方SIP
V2Ｉ

米
NY
市

米
SC
市

オー
スト
リア

中国
SIP
V2N

米
TTS
社

米
CS
社

方式 Ｖ２Ｉ Ｖ２Ｉ Ｖ２Ｉ
Ｖ２Ｎ
Ｖ２Ｉ

Ｖ２Ｎ
Ｖ２Ｉ

V２N Ｖ２Ｎ Ｖ２Ｎ

機能 ◎ ○ 〇 ○ ◎ ◎ 〇 〇
残秒数、信号現示等の基本機能を満たしている場合は〇、ユース
ケースの多い中国及び感応制御等の特殊制御に対応するＳＩＰにつ
いては、加点して◎とした。

性能仕様
(精度保証) ◎ 〇 ○ 〇 ○

〇
↓
●

△ △

我が国で既に商用化されているＴＳＰＳを基準として、同等程度と想
定されるＶ２Ｉは〇、やや劣るＶ２Ｎに△とした。自動運転を視野に精
度の向上を図ったＳＩＰについては、加点して、Ｖ２Ｉは◎、Ｖ２Ｎは〇
とした。ただし、ＳＩＰのＶ２Ｎについては、事業終了までに向上が見
込めるため〇→●とした。

性能仕様
(信頼性） ◎ ○ ○ 〇 〇

〇
↓
●

△ △

Ｖ２Ｉを〇、通信キャリア等の車両までのルートに処理システムが多
いＶ２Ｎを△とした。フェールセーフ機構を付加したＳＩＰにつては、加
点して、Ｖ２Ｉは◎、Ｖ２Ｎは○とした。ただし、ＳＩＰのＶ２Ｎについては、
事業終了までに、向上が見込めるため〇→●とした。

整備導入
の容易さ ○ ○ ○ 〇 ● ◎ ◎ ◎

V2Iについては、規模拡大の相対的な困難性を考慮し、○とした。
V2Nについては、米国で事業化が実現していることに鑑み、◎とした。
中国については、それらの中間にあると考え●とした。

市場性
導入
運用

〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

既に商用となっている米ＴＴＳ社、ＣＳ社、５Ｇと親和性が高い中国を
◎とした。ＳＩＰのうち、Ｖ２Ｎについては、既に商用となっている方式
と類似していることから◎、Ｖ２Ｉについては、海外のＶ２Ｉと同程度と
考え、○とした。

２ グローバルベンチマーク（2022年度、SIP第2期時）

8．外的環境
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0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

機能

性能仕様（精度）

性能仕様（信頼性）整備導入の容易さ

市場性（導入、運用）

SIP(V2I) NY SC オーストリア 中国 SIP(V2N)想定 TTS CS

◎：３ ●：２．５ 〇：２ ▲：１．５ △：１で前スライドをグラフ化

8．外的環境

2 グローバルベンチマーク（2022年度、SIP第2期時）
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年度 2023 2024 2025 2026 2027

全体

１

２

３

４

５

６

構想 先導実証実験準備 先導実証実験実施 総合実証実験実施

技術調査、設計 実装 検証 改良設計 改良版検証

技術課題検討等

検証用アプリ実装

信号情報提供プラット
フォーム検証 改良設計 改良版検証

定周期TSDB

信号情報実用化技術

V2N-PICS技術 要件検討、設計 検証

モビリティ毎の要件定義 ニーズ調査 要件定義、IF仕様定義

高度化PICS改良 仕様書・規格改訂案作成

機器・模擬端末 製作と構内実証 先導実証実験 総合実証実験

サブテーマ
番号

信号情報提供技術課題 課題整理・実験仕様検討

機器・模擬車載機 製作と構内実証 総合実証実験先導実証実験

実験準備

定周期TSDB
定周期信号情報生成技術の開発

新たな提供インタフェース
国際標準化動向調査、新I/F設計

信号情報の提供先拡大
低速モビリティ向け要求仕様の検討

多様なモビリティを対象とした信号情報配信プラットフォームの構築

ニーズ調査 多様なモビリティに関するニーズ調査

総合実証実験
実験準備 実証実験の運営

研究事項を2023年度～2025年度に実施し、先導実証実験で必要な技術の確立を確認する。2026年
度、2027年度に、多様なモビリティをユーザとして取り込み、総合実証実験で信号情報提供プラットフォームの
効果を具体的に検証する。具体的には、６つのサブテーマに分けて、研究開発を遂行している。

進捗予定通り

9.1   全体工程表

．

9．進捗状況

30



サブテーマ１ 低コストな定周期信号機の信号生成技術の研究開発状況

• 定周期TSDBの機器開発、奈良県
警及び茨城県警への設置（実験
用）と予備検証

• 灯色変化収集装置の機器開発、
奈良県警の２交差点への機器設
置と予備検証

• 実験計画書に基づく性能等の検証
実施とその結果から実現性を評価

• 整備コストダウンのために設計した
機器がユースケースに必要な性能
等を有するかの確認

• 定周期TSDBは、コンソ内の２社
がそれぞれ仕様書を作成し並行開
発

• ２社の実験結果を元に仕様書の
一本化案を作成し、委員会で審議

• 仕様書の標準化

• サブテーマ１の技術開発全体に対
して

• 本サブテーマで目標とした「信号情
報提供コストの削減」が行えている
かコンソ外（警察庁等）から評価

• 低コスト化の評価

主な実施事項 主な課題 2025年度以降実施事項

サブテーマ２ V2N方式信号情報の実用化技術の研究開発

• 信号情報の正確性、稼働率等を
検証

• プラットフォームの運用に関する
課題抽出と対策案の作成

信号情報提供プラットフォーム整備
・奈良県（拡大整備）
・茨城県（新規整備）
整備は、各県警察が実施

• プラットフォーム技術検証

V2N-PICS技術検証のためのスマー
トフォンアプリを開発

• ユーザーレビュー
• V2N信号情報が歩行者の交差点

での横断支援等に有効か等検証

9.2  各サブテーマの主な実施事項、主な課題、2025年度以降の実施事項

．

9．進捗状況
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サブテーマ3 プラットフォームから多様なモビリティ対象への配信を円滑化するI/Fの規格化の研究開発

• 要件定義

歩行空間を利用するモビリティ等に対
する意見調査

先行ユーザレビュー及びその結果の
反映

• ユースケースに応じた各種要件の定
義

• 高度化PICSの改良
インタフェースの検討
機器の試作と構内検証

• フィールドにおける実証実験の実施
• ユーザーレビュー(サービス事業者を

想定)及びその結果の反映

• 実環境における技術的成立性
• サービスにおける実際の活用
• 静的情報等のデータの運用

サブテーマ４ 集中式、非集中式等の多様な信号機を含むゾーンにおけるシームレスな信号情報配信の研究開発

• 信号情報の正確性、稼働率等を
検証

• プラットフォームの運用に関する課
題抽出と対策案の作成

• 検討対象(第2期で対象外とした
制御)での信号情報生成について
の検討

• 信号情報生成における技術的検討
実験仕様に基づく機器の試作と構
内における技術的検証

• 第2期における各種提供方式での
実現可否等の整理

• ユースケースに基づく技術的要請と
信号制御上の制約による技術的
課題の解消

9.2  各サブテーマの主な実施事項、主な課題、2025年度以降の実施事項

．

9．進捗状況
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サブテーマ５ 定周期信号制御機の信号情報データベースならびに信号情報配信先の用途拡大の研究開発

• 定周期信号機の信号情報生成技
術の開発・検証

定周期TSDB方式の構内検証

✓ 正確性・可用性を検証し、最新
版・信号機を対象として技術確立
に目途

現場データ検証

✓ 実行可能性を高めるため正確性・
運用手順等も含めた検証を実施

• 定周期信号機の信号情報生成技
術の開発・検証

✓ 現場データ検証

可能な限り現場データを用いた検証を
継続

定周期信号機の信号情報生成技術
の開発・検証

✓ 旧版信号機を対象とした場合、

精度目標を超える誤差が希に発生
⇒発生条件を見極め、運用での回避
条件を検討する

✓ オフセット追従に関する詳細情報が

信号機管理台帳に存在せず、オフ

セット追従動作を模倣できない

⇒制御実行履歴を取り込む方法で

対処する

• 多様なモビリティを対象とした信号
情報配信PFの構築

新たなユーザ向け信号情報配信の

ユースケースと要求仕様の検討

✓ ユースケース・要件を検討

信号情報配信ＰＦ及び先導実証

実験環境の構築

✓ 先導実験用ＩＦの骨子の確定、
新たな提供ＩＦ・共通ＩＦの改版
を提案

✓ 先導実証実験環境の準備、SIP
第２期のＩＦにて信号情報を受
信できる環境を構築

・ユーザーレビューの実施

・信号情報配信PFの構築

✓ 先導実証実験の環境準備用装置
に新IFと機能をリリースする。先導
実証実験の最終系とし、各種検証
を行う。

• 多様なモビリティを対象とした信号
情報配信PFの構築

✓ 信号情報を利用したユースケースに
ついて、更なる利用シーンの拡大を
図る必要がある。

⇒先行ユーザーレビュー等を通して

利用シーンの検討を行う。

主な実施事項 主な課題 2025年度以降実施事項

9.2  各サブテーマの主な実施事項、主な課題、2025年度以降の実施事項

．

9．進捗状況
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サブテーマ６ 交通信号情報提供プラットフォームの多様なニーズ等に関する研究

• 国内サーベイ、国外サーベイ、
社会実装を図る際にステークホ
ルダーになることが期待される
企業へのアンケート調査、イン
タビュー調査等を実施

• 信号情報提供PF委員会の審議、
ユーザーレビュー等を通じた
分析の深化

信号情報のユースケース毎の要件
（案）の確定

主な実施事項 主な課題 2025年度以降実施事項

9.2  各サブテーマの主な実施事項、主な課題、2025年度以降の実施事項

．

9．進捗状況
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信号制御機
（既存）

信号情報路側機
（外付け）

ＬＴＥ回
線
（新規）

信号制御機
（版5）

定周期ＴＳＤＢ
（中央装置）

信号制御機
（版4）

灯色変化
収集装置
（内蔵）

ＬＴＥ回線
（新規）

工事費

信号制御機
（版4）

軽微な
工事

性能 ：△
コスト：○

性能 ：○
コスト：○

性能 ：○
コスト：△

系統制御
（GPS時刻
同期）

系統制御
(FMラジオ
時刻同期）

押ボタン、感
応式信号等
定周期

（適用可能交差点） （目標）＜ＳＩＰ第3期：サブテーマ１の範囲
＞

＜SIP第2期の機器構成＞

構成①

構成②

構成③

定周期TSDBによる定周期信号機の信号情報提供コストの削減
・追加機器、通信を必要としない構成（構成①、構成②）による低コスト化
・安価な追加機器、軽微な工事による低コスト化（構成③）

ADモジュール（灯色信号のデジタル変換部）

制御部

１ サブテーマの目標

定周期信号機：あらかじめ設定された順序、秒数で各灯器を
点灯させる信号機。日種、時間帯毎の設定が可能。

系統制御：決められた時刻で灯器を点灯させ、近隣の交差点
と青開始のタイミング（オフセット）をとる信号制御

用語BOX

9.3 サブテーマ１ 低コストな定周期信号機の信号生成技術の研究開発状況

9．進捗状況
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２ 2024年度成果
・仕様書案に基づく機器開発と実験のための機器設置
各機器を各管制センターに設置し、信号制御機と接続し動作確認を実施。

・予備検証結果
2025年度の先導実証実験に向けて奈良県の現地交差点にて予備検証を実施（模

擬車載機と灯器を撮影し灯色変化タイミングの差を計測）。目標性能を実現できる見込
みであり、先導実証実験の準備ができていると判断する。

構成③の押ボタン、感応式信号機の信号情報提供検証は2025年度に予定。

仕様書 機器等 機器設置先

定周期TSDB仕様書案
(2024/2/22版)

IAサーバ、OS:Linux、
DB:Oracle

奈良県警 交通管制センター内
茨城県警 交通管制センター内

灯色変化収集装置仕様書
案 (2024/3/22版)

組み込み機器（制御部
＋ADモジュール）

奈良県警 信号制御機内 2台

構成 信号制御機 灯色変化
取集装置

試験
交差点数

信号情報
誤差

目標性能
達成見込み版 時刻同期 動作

② 5 GPS 系統 2 100ms以下 〇

① 4以前 FMラジオ 系統 2 １秒以下 〇

③ 4以前 FMラジオ 系統 〇 1 100ms以下 〇

③ 4以前 なし 定周期 〇 1 100ms以下 〇

9.3 サブテーマ１ 低コストな定周期信号機の信号生成技術の研究開発状況

．

9．進捗状況
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３ 2025年度予定
・先導実証実験による性能等の検証

2024年度に作成した実験計画書に基づき、性能等を計測し、定周期TSDBの実現性を評価
する。

・TSDB仕様書の標準化

定周期TSDBの先導実証実験では、コンソ内の２社がそれぞれ作成した仕様書を元に開発し
た機器で実験を実施する。その後、実証実験の結果に基づき仕様書を一本化し、標準仕様を作
成する。

・低コスト化の評価

コスト試算を行い、本サブテーマで目標とした「信号情報提供コストの削減」が行えているか警察
庁の評価を受ける。整備する交差点数や灯色変化収集装置の有無で整備費用が変わるため、
事前に整備モデルを検討し、整備モデルに対してコスト試算を行う。

信号情報性能計測
・構成①～③毎

オムロンソーシアルソリューションズ 仕様案

パナソニックコネクト仕様案 標準仕様書案

各社の実証実験結果

２社による検討後、
委員会にて審議

委員会にて審議
十分な検証ができているか
目標を達成しているか

SIP2期の制御機方式による整備費用 SIP3期の定周期TSDBによる整備費用

整備数による１交差点あたりの初期費用算出
（コスト削減の確認）
構成③の場合は、通信費用も含めた費用試算

9.3 サブテーマ１ 低コストな定周期信号機の信号生成技術の研究開発状況

．

9．進捗状況
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1  サブテーマの2024年の目標
信号情報提供プラットフォームを実用化レベルにすることを目標としている。2025年度から行われる先導
実証実験、総合実証実験のためのシステムを2024年度に整備する。 2023年度の検討結果に基づき、
一定のエリアで多様なモビリティによる実証実験が行えるよう整備する。
また自動運転以外のユースケースとして、歩行者の交差点での横断支援を目的したV2N-PICS技術
の検証を行うためのスマートフォンアプリを開発する。

信号情報提供プラットフォームと検証機器のシステム構成図（概略図）

9.4 サブテーマ2 V2N方式信号情報の実用化技術の研究開発

．

9．進捗状況
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交通管制センター

信号制御機筐体

信号情報
配信装置

定周期TSDB

警察庁

実験用
接続装置

灯色変化収
集装置

信号制御機

ルーター

灯色信号

信号情報

信号情報

新規装置

既存装置

凡例

LTE回線網

灯色変化情報

灯器

模擬車載機

模擬車載機
（ノートPC) ビデオカメラ

LTE回線網

信号制御機
(版4以前)

信号制御機
(集中方式)

系統制御 定周期等

非集中制御

端末制御
ブロック

端末対応
装置

信号制御機
(版5以降)

集中制御

信号制御機



２ 信号情報提供プラットフォーム整備
SIP第2期で実証実験を行った奈良県では、SIP第3期では実験路線を２つ追加整備した。新たに実証実験
場所とする茨城県では150箇所を越える交差点での信号情報提供を行い、信号情報精度の高い３路線、旧
型の信号制御機のままで２路線を整備した。これらの整備は、各県警により実施された。

実証実験場所

路線３：大宮通り

路線１：ならやま大通り

路
線

２
：

奈
良

加
茂

線

茨城県（つくば市、牛久市）奈良県（奈良市）

国土地理院地図上にプロット。
（埼玉大学 谷謙二研究室のサイトを利用）

整備内容 奈良県警 茨城県警

信号情報配信装置 既存装置の改良 新規整備

信号制御機の版５への更新 5交差点 8交差点
信号情報提供交差点数 108交差点    (注1) 167交差点 (注1)
走行試験路線数・交差点数 3路線・32交差点 5路線・91交差点

注1) 情報提供する予定数。押ボタン、感応式信号機の動作が複雑な場合は、情報提供できない。

り

9.4 サブテーマ2 V2N方式信号情報の実用化技術の研究開発

．

9．進捗状況
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３ V2N-PICS検証用スマートフォンアプリ開発

 V2N方式により配信された信号情報を用いたアプリケーション（V2N-PICS)で歩行者の横断支援が可能
か技術検証を行うため、高度化PICSを参考に、先導実証実験向けのスマートフォンアプリケーションを開発し
た。奈良県にて予備試験を完了した。

機能項目 機能概要

(a) 基本機能 サービス開始／終了が適切に行えること。
事前に設定した方向だけの情報提供ができること。

(b) 残秒数表示 横断方向毎の信号灯色及び残秒数の表示が正しいこと。
（最小残秒数を表示すること。）

(c) 余裕のある横断表示 歩行速度設定（おそい・ややはやい・はやい）に合わせて「余裕のある横断」を
表示できること。

(d) 音振による情報提供 音振（通知音・振動）でスマートフォンアプリ利用者（歩行者）へ通知できること。

(a)基本機能

(b)残秒数表示

(c)余裕のある横断表
示

画面例（信号表示画面）

9.4 サブテーマ2 V2N方式信号情報の実用化技術の研究開発

9．進捗状況
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運用に関する検証

信号情報提供プラットフォーム技術検証

４ 2025年度予定
・信号情報提供プラットフォーム技術検証
フラットフォームの要件である信号情報の正確性、稼働率等を検証する。SIP第2期の課題（通信パケットの
欠落による押ボタン交差点等での信号情報の誤提供）に対して適切な対応が行われたことを確認する。

・信号情報提供プラットフォームの運用に関する検証
サービス開始前の信号情報利用者へ向けた情報発信、サービス開始後の問合せ対応等の運用に関する検
証を行い、出てきた課題を整理し、2026年からの総合実証実験に向けて対応策を作成する。

・信号情報提供先の多様化への取り組み
委員会委員によるV2N-PICSスマホアプリの評価を行い、実用化が可能か評価する。

信号情報の正確性

長期間の安定した情報提供

SIP第2期の課題への対応

信号情報利用者への情報発信

サービス開始後の問合せ対応

信号情報提供先の多様化

V2N-PICS技術の実用化

プラットフォームの実用化にむ
けた残課題を確認し、

総合実証実験で課題解決を検証

V2N-PICS技術を活用した歩行者
支援サービス開始への取組み

9.4 サブテーマ2 V2N方式信号情報の実用化技術の研究開発

．

9．進捗状況
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サブテーマ６と連携して多様なモビリティに対する信号情報提供の要件定義のための調査を実施。

視覚障がい者については支援団体等に対して意見調査を実施。

支援対象に対する調査及び要件定義等の検討

高度化PICSの改良

多様なモビリティに対する情報提供の一手段として現行の高度化PICSの拡張による情報提供を検討。

信号情報を含む情報提供を行えるようにインタフェースを拡張した試作機を作成。構内試験による技術検証を実施。

交通信号制御機

ＢＬＥ路側機

模擬灯器

ＢＬＥ送受信部

模擬アプリ

ＢＬＥ

  送信の確認

  映像を撮影して比較

  灯色と秒数の確認

構内試験における構成

9.5 サブテーマ３ プラットフォームから多様なモビリティ対象への配信を円滑化するI/Fの規格化の研究開発

9．進捗状況
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信号情報提供で必要な仕様を整理するとともに、整理した仕様に従って機器を作成して、信号情報提供が可能であることを検証した。

ア 整理結果

検討により、通信遅延に応じて、灯色が赤か青かが不明な時間が生じてしまうことが明らかとなった。

イ 構内検証

主に複数の押ボタンや車両感知器に応じた灯色・残秒数の計算が行えることの確認のため、交通信号制御機での生成を元に機器を試
作し信号制御方式毎の対応可否について構内検証を実施。

信号情報の生成元 管制センター
管制センターに

接続された

交通信号制御機

管制センターに

接続されない

交通信号制御機

交通信号制御機に

接続した

信号情報路側機
定周期TSDB

信号情報生成可否

・地点制御 － － ◎ ◎ ×

・集中制御 ◎ ◎ － － －

動作監視

・動作監視1(正常/異常) 〇 〇 〇 〇 ×

・動作監視2(予定通り動作しているか) 〇 〇 〇 〇 ×

・灯色監視(信号情報と灯色の一致) × 〇 〇 〇 ×

既存の機器に対する機能追加項目

・複数の押ボタンや車両感知器要求のインタ
フェース対応

〇 － － － －

・複数の押ボタンや車両感知器動作に応じた灯
色・残秒数の計算

〇 〇 〇 〇 －

現地機器への機能追加項目

・交通信号制御機への機能追加または機器交換 － 〇 〇 － －

・交差点への通信回線追加 － － 〇 〇 －

・交差点への機器設置 － － － 〇 －

信号情報生成方式毎の対応可否

複数の押ボタンや車両感知器による感応制御(要求時のみ青を表示)

構内試験

◎：アの現象を除き可

9.6 サブテーマ4 集中式、非集中式等の多様な信号機を含むゾーンにおけるシームレスな交通信号情報配信の研究
開発

．

9．進捗状況
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連動交差点における信号情報生成の可否等を整理するとともに、整理した仕様に従って機器を作成して、信号
情報提供が可能かどうかを検証した。

ア 整理結果

各組み合わせにおいて信号情報生成可能か整理を行った。

組み合わせパターン

制御方式：集中制御／地点制御（親機・子機それぞれ）

連動方式：連動子機機能、灯器連動、複数交差点制御、複数交差点制御連動機機能

信号情報の生成元：

(親機の動作情報と子機の設定から生成) 管制センター、交通信号制御機(親機)

(子機の動作情報から生成) 交通信号制御機(子機)、信号情報路側機(子機に接続)、定周期TSDB

連動子機機能 灯器連動 複数交差点制御
複数交差点制御

連動機能

子機の構成 親機と独立 親機と同じ 親機と一体 親機と一体

子機の制御 親機と連動 親機と同じ 親機と独立 親機と連動

機器の扱い 標準品 標準品 複数交差点制御専用 複数交差点制御専用

連動方式による差異

連動交差点(2つの交差点（親機・子機）間で直接信号を渡して同期を取る交差点)

9.6 サブテーマ4 集中式、非集中式等の多様な信号機を含むゾーンにおけるシームレスな交通信号情報配信の研究開
発

．

9．進捗状況
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イ 構内検証

連動子機に応じた灯色・残秒数の計算が行えることの確認のため、親機の動作情報を使用する管制センターでの
生成を想定した机上計算による検証及び子機の動作情報を使用する交通信号制御機による生成を想定した機
器の試作を行い動作を検証した。

信号情報生成方式毎の対応可否

信号情報の生成元 管制センター

管制センターに

接続された

交通信号制御機

(親機)

管制センターに

接続された

交通信号制御機

(子機)

管制センターに

接続されない

交通信号制御機

(子機)

交通信号制御機

(子機)に

接続した

信号情報路側機

定周期

TSDB

動作監視

・動作監視1(子機の正常/異常) ● 〇 〇 ○ 〇 ×

・動作監視2(子機が予定通り動作しているか) × × 〇 ○ 〇 ×

・灯色監視(子機の信号情報と灯色の一致) × × 〇 〇 〇 ×

既存の機器に対する機能追加項目

・親機の信号制御情報(予定)から子機の同期点を計算 〇 〇 － － － 〇

・親機の同期点より子機の同期階梯の予定秒数を計算 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・子機のカレンダーを計算 〇 〇 － － － －

・子機の(多段/遠隔/単独)動作時限表を作成 〇 〇 － － － －

・子機の信号情報の作成及び出力 〇 〇 － － － －

現地機器への機能追加項目

・親機(交通信号制御機)への機能追加 － 〇 － － － －

・子機(交通信号制御機)への機能追加 － － 〇 〇 － －

・子機(交通信号制御機)への通信回線追加 － － － 〇 〇 －

・子機交差点への機器設置 － － － － 〇 －

机上計算

構内試験
45

●：既存の機器では仕様上オプショナルな扱いに
なっており、実現できない場合がある。

9.6 サブテーマ4 集中式、非集中式等の多様な信号機を含むゾーンにおけるシームレスな交通信号情報配信の研究開
発

．

9．進捗状況
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１ 定周期信号機の信号情報生成技術の開発・検証

46

[目標] 定周期信号機は時限表情報をもとに動作するという動作原理をもとに、
安価かつ合理的な方法で正確な信号情報を生成する技術開発を行う

[進捗] 定周期TSDB方式の信号情報生成技術の構内検証完了と現場データ検証へ
・[正確性検証] 構内検証において、一部課題(①)はあるが、
精度目標（信号機 最新版：±300ms、信号機 旧版：±1秒）を達成！

・[信頼性検証] 構内検証において、63日の連続稼働試験を実施
信号情報の稼働率90％を達成！

⇒構内検証では技術確立に目途。

・[実現性検証]
現場データを用いて、精度検証及び運用手順検証も追加実施
ー運用手順検証として、信号機管理台帳・制御実行履歴等のデータ
入手のプロセスも含め課題点を抽出する

⇒奈良県の2交差点の事前検証で、精度は達成見込み。手順で一部課題(②)あり。

[課題とその対応]
課題①：旧版において、オフセット追従時にサイクル開始時刻が精度目標を超える誤差が発生する問題が発生。

→発生するケースが限定的であり、運用での回避条件も含め、対処法を検討中。
課題②：オフセット追従に関する詳細情報が信号機管理台帳に存在しない。

→制御実行履歴を取り込み、TSDBに自動反映する方法で解決。FY25にかけて実地検証で有効性を見極め

9.7 サブテーマ５ 定周期信号制御機の信号情報データベースならびに信号情報配信先の用途拡大の研究開発

．

9．進捗状況

信号情報配信装置
(定周期TSDB方式)

現場データ検証の実施状況一覧

構内検証の結果一覧
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[目標] 
①新たな交通参加者として、自動配送ロボット（歩行者扱いとなる遠隔操作型小型車等）
やマイクロモビリティ（電動キックボード等）向けの利用シーン・提供方法の開発を行う。

②新たなユーザの参入を見据えたうえでの新たな提供インタフェースを実装した
実証実験用・信号情報配信PFの仕様検討及びそれらの具現化を行う。

[進捗] 
① 新たなユーザ向け信号情報配信のユースケースと要求仕様の検討：一旦完了
サブテーマ６の調査、TIPF委員会(4回)と連携して、自動配送ロボットの監視・操作者向け、電動
キックボードの利用者向けの３つのユースケース及び要求仕様を検討し、利用シーン拡大に貢献した。
⇒配送ロボ用途向けのデモアプリを製作し、次年度の高度ユーザーレビューに生かす。
TIPF委員会等を通して新たな用途拡大のユースケースを継続的に模索する。

② 信号情報配信ＰＦ及び先導実証実験環境の構築
・先導実験用インターフェースの骨子の確定
UTMS協会内の自動運転インフラWG、V2N-SWG（9回以上のWG活動）を活用して、次のIFを提案した。
- ①新・交差点管理情報、②灯色残秒数情報の2規格を新たな提供ＩＦとして提案
- SIP第２期のセンター間ＩＦの５項目の課題について解決策を示した4規格の改版共通ＩＦを提案

⇒現在、信号情報配信ＰＦを仕様検討中。

・先導実証実験環境の準備（一部構築）
先導実証実験に早期着手できるように、SIP第2期の共通IFを実装した県接続装置*1及び
信号情報配信PFの基盤となる信号情報配信センター装置を構築。モバイル閉域網を介して
信号情報を配信・受信できることを確認。

⇒構築した装置のソフトウェアを更新する形で、
2025年9月に新IF・機能を更新し、先導実証実験において、各種検証を行う。

 *1 ：一部改版共通IFの内容を実装

．

9．進捗状況

２ 多様なモビリティを対象とした信号情報配信PFの構築

自動配送ロボットの
利用シーンの一例

ユースケースと要求仕様の一覧

ラック実装された構築装置と信
号情報を受信したアプリの例

9.7 サブテーマ５ 定周期信号制御機の信号情報データベースならびに信号情報配信先の用途拡大の研究開発



３ 信号情報活用のユースケースの検討結果

48

サブテーマ６の調査と連携して、信号情報の利用シーンの拡大を図るべく、遠隔操作型小型車の監視・操作
者向け、実証実験等で車道を走行するの自動配送ロボットも同様に、当該監視・操作者向け、特定小型原
動機付自転車の利用者向けのユースケースを検討した。

9.7 定周期信号制御機の信号情報データベースならびに信号情報配信先の用途拡大の研究開発

．

9．進捗状況



４ 信号情報活用のユースケース別の要求仕様の検討結果

49

サブテーマ６の調査と連携して、信号情報活用のユースケースに対して要求仕様を検討した。

9.7 定周期信号制御機の信号情報データベースならびに信号情報配信先の用途拡大の研究開発

．

9．進捗状況



ユースケース

信号情報を走行のしやすさ、旅行時間短縮等に活用すること、
経路上の信号情報をまとめて参照することが特徴

項目 総合実証実験

事前に想定した
ユースケース

「自動運転」、「運転支援」、「歩行者横断支援」、「無人配送ロボッ
トの交差点通過支援」、「低速モビリティの交差点通過支援」

ニーズ調査で出て
きたユースケース

「自動車、自転車へのルート案内」、「配送ロボットの運行管理の
効率化」

信号情報の精度へのニーズ

・自動運転：SIP第2期と同様、自動車工業会の求める±300ms
・低速モビリティ：±１秒の回答が多いが、±３秒でも許容できる回答あり。

画像認識とのダブルチェックを前提とするため、誤差が大きくてもよいとの考え方あり

その他のご意見

・信号情報と渋滞情報が合わせて提供されるとよい。
・緊急車両の接近情報は自動走行上必要。V2Nによる配信は他の方法より有効では？
・信号機の異常を受信者から情報提供することも可能では？
・事故、道路状況などを収集し情報提供すれば、安全な運用に寄与できるのでは？

・ ニーズ調査から要件の具体化

9.8 サブテーマ６ 交通信号情報提供プラットフォームの多様なニーズ等に関する研究

．

9．進捗状況
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信号情報のユースケース毎の要件（案）

・ ニーズ調査から要件の具体化

精度要件：1秒程度（１秒が期待値として、３秒を限度）の見込み
※自工会要件（0.3秒）を満たすことで、全てのUCに対応可能

※下線文字は要件の整合等の再検討が必要
*１：アンケート・インタビュー調査（複数回答）から要件案として設定
*2：アンケート調査から要件を推定
*3：自工会要件を確保できる前提での回答と推測。UCの精度要件は、1～３秒程度と推定

ユースケース名（UC名） 必要な情報
（地理的範囲）

必要な情報
（タイミング・時間範囲）

精度
要件

故障通知
の考え方

配送ロボットの横断支援
(遠隔監視者/ロボット支援)

横断予定の交差点
（1つ先の交差点）

青・赤終了タイミング
横断予定時・２サイクル分

3秒*1

(1～3秒)

15秒*1

(通知なしも可)

自転車向け
ルート案内と運転支援

経路全体 青・赤終了タイミング
経路走破予定時刻まで

3秒*1 15秒*1

(通知なしも可)

マイクロモビリティ利用
者運転支援

通過予定の１交差点 青・赤終了タイミング
通過予定時・２サイクル分

1秒*2 1秒*2

自動車・自動二輪向
ルート案内

経路全体 青・赤終了タイミング
経路走破予定時刻まで

1秒*1 7秒*1

自動車・自動二輪
ドライバー運転支援

通過予定の2交差点 青・黄・赤終了タイミング
通過予定時・２サイクル分

0.3秒*3 0.5秒*3

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

今後委員会の審議等を通じて妥当性を確認

9.8 サブテーマ６ 交通信号情報提供プラットフォームの多様なニーズ等に関する研究

．

9．進捗状況
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ITS世界会議（2024/9/18 ドバイ）（SIP3期の活動内容の国際発信）
ＳＩＳ７５ モビリティ端末に対して信号情報提供（青、黄、赤の灯色と残り秒数を伝えるもの）

質問内容：単独交差点での信号情報をどのように構築しているのか（Austria-Tech）
コストメリットを生かしたTSDB構築ならびに異常系時の課題を検討中で各県警に信号情報の

データベースを構築する方針で標準仕様化をはかっていると回答

警察庁 SIP2期・3期取り組み及びDSSS
日本信号コンソ 安全喚起（バイク・踏切・交通弱者・VRU（Vulnerable 

Road User))
UTMSコンソ 信号情報活用（単独交差点対象による拡充・ビジネスモデル）
Boem（AUSTRIA-TECH） C-roads展開
SUE BAI（北米ホンダ） 街づくりで人を幸せにする環境により事故削減

10．国際的取り組み
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ITS世界会議（2024/9/19 ドバイ）（SIP3期の活動内容の国際発信）
ＳＩＳ６８（SIP3期内の東大コンソからの要請）による欧州との国際連携
（日本の信号場情報提供のBusiness-model、Value-Chain構想ならびにユースケース）

グループディスカッション
社会実装においてあなたの考える課題は何か？

UTMSコンソからは３つの回答
  (1) 官民の責任分界点
  (2) ステークフォルダの厳しい品質（失敗は10億回運用で1回）
  (3) 信号情報に対する価値と対価の見極め

左から
中野 公彦 （東大） CooL4 柏の葉紹介
JERON Bueker（スイス） Laas（物流管理の効率化）
Mark Cracknell（英） 産・学・官をまとめるコンサル

．

10．国際的取り組み
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